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機械設備撤去図・2

機械設備撤去図・3

機械設備撤去図・4

機械設備撤去図・5

機械設備撤去図・6

機械設備撤去図・7Ｍ－０８

Ｍ－０７

Ｍ－０６

Ｍ－０５

Ｍ－０４

Ｍ－０３

Ｍ－０２

Ｍ－０１

電気設備撤去図・9

電気設備撤去図・8

電気設備撤去図・7

電気設備撤去図・6

電気設備撤去図・5

電気設備撤去図・4

電気設備撤去図・3

電気設備撤去図・2

鉄骨詳細図・1

軸組図・2

Ｓ－０８

Ｓ－０７

Ｓ－０６

Ｓ－０５

Ｓ－０４

Ｓ－０３

Ｓ－０２

外構撤去図・2

Ｓ－０１

Ａ－１７

Ａ－１６

Ａ－１５

建具表・2

断面詳細図・2

立面図､断面図・2

屋根伏図

Ａ－１４

Ａ－１３

Ａ－１２

Ａ－１１

Ａ－１０

Ａ－０９

Ａ－０８

Ａ－０７

Ａ－０６

電気設備特記仕様書

Ｅ－０２

Ｅ－０１

電気設備撤去図・1

Ｅ－０３

Ｅ－０４

Ｅ－０５

Ｅ－０６

Ｅ－０７

Ｅ－０８

Ｅ－０９

Ｅ－１０

鉄骨詳細図・1

部材リスト表

軸組図・1

梁伏図

基礎詳細図
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旧富萢保育所解体工事



４.指定部分 ・有　対象部分（　　　　　　　　　　　）

　　　指定部分工期　　　年　　月　　日

・無

材料名 厚さ(mm) 調査を行う範囲

 ※図示　　・工事対象範囲

５.工事範囲

Ⅱ.解体工事仕様

　（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房

　　　官庁営繕部制定の「建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）」（以下

　　　「解体仕様書」という。）による。

　　　　図面、本特記仕様書及び解体仕様書に記載されていない事項は、国土交通

　　　省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和

    　７年版」（以下｢標準仕様書｣という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書

　　　（建築工事編）令和７年版」（以下「改修標準仕様書」という。）による。

　（２）本特記仕様書の表記

　　　１）項目は、・印の付いたものを適用する。

　　　２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　　・印と※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　　　３）特記事項に記載の 《  .  .  》内表示番号は、解体仕様書の当該項目、

　　　　　当該図又は当該表を示す。

　　　４）特記事項に記載の(　． .　)内表示番号は、標準仕様書の当該項目、

　　　　　当該図又は当該表を示す。

　　　５）特記事項に記載の[　． .　]内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、

　　　　　当該図又は当該表を示す。

適

用

測定

名称
測定時期 測定場所

測定箇所数

（各施工箇所ごと）

測定1 処理作業前 処理作業室内 ・計　　　点

測定2 調査対象室外部

の付近

・計　　　点

測定3 処理作業中 処理作業室内 ・計　　　点

測定4 セキュリティ

ゾーン入口

・計　　　点

測定5 集じん・排気装置

の排出口（処理

作業室外の場合）

出口吹出し風速

1m/sec以下の

位置

・計　　　点

測定6 処理作業室外

・施工区画周辺

・敷地境界

・計　　　点

測定7 処理作業後

（シート

処理作業室内 ・計　　　点

測定8 処理作業後

シート撤去後

1週間以降

処理作業室内 ・計　　　点

測定9 調査対象室外部

の付近

・計　　　点

測定名称 測定方法

・測定4

・測定5

粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）

パーティクルカウンター、繊維状粒子自動

測定器（リアルタイムファイバーモニター）

等の粉じんを迅速に測定できる機器を用い

た測定

測定

名称

メンブレン

フィルタ直径

(mm)

試料の吸引流量

(L/min)

試料の吸引時間

(min)

・測定4

・測定5
25 5 30

・測定
25 10 120

・測定
47 10 240

・測定

・杭の解体

・工作物

　（建築物以外）

・樹木等

・地下埋設物

　埋設配管

・解体後の整地

・施工計画調査

・石綿粉じん

　濃度測定

・石綿含有

　吹付け材の除去

・石綿含有

　保温材等の除去

・石綿含有

　成形板の除去

・石綿含有

　仕上塗材の除去

・石綿含有の

　設備資機材の

　除去

解

5

《3.9.2》杭

　・行う　　　　　　　・行わない

杭の解体工法

　・引抜き工法　　・粉砕による解体

《3.10.1》さく、照明設備等の附属物の解体

　・行う（　　　／　　　図による）

《3.11.1》樹木の伐採抜根及び移植

　・行う（　　　／　　　図による）

《3.12.1》地下埋設物及び埋設配管の解体

　・行う（　　　／　　　図による）

《3.13.1》解体後の埋戻し及び盛土

　・行う　　　・行わない

　　　整地高さ

　　　　・現状ＧＬ　　・図示（　　　／　　　図による）

　　　埋戻し及び盛土の材料

　　　　・山砂の類

　　　　・他現場の建設発生土の中の良質土

　　　　・再生コンクリート砂

　　　埋戻し及び盛土に当たっては、各層30cm程度毎に締め

　　　固めること。

解体後の地均し

　・基礎部分等の撤去範囲の地均しを行う

　・敷地全体の地均しを行う

　・敷地の地均しを行わない

《5.1.2》

《6.1.3》
測定時期、場所及び測定点

　測定方法
　・自動測定器による測定

　・JIS K 3850-1に基づいた測定

《6.3.2、3》

　　工法　　　　・　　　　※6.3.2(1)

　除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置

　　※湿潤化　　　・固形化

　除去した石綿含有吹付け材等の処分

　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

《6.4.1》

　　工法　　　　・破砕して除去　・原型のまま手ばらし

　除去した石綿含有保温材等の飛散防止

　　※湿潤化　　・固形化

　除去した石綿含有保温材等の処分　

　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

《6.5.1》除去対象範囲　　・図示

除去した石綿含有成形板の処分

　・石綿含有せっこうボード

　　　※埋立処分（管理型最終処分場）

　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　　　・埋立処分（安定型最終処分場）

　　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

作業場所周辺養生

　・行う　　　・行わない

《6.6.1》

工法　・集じん装置付き超高圧水洗工法（100Mpa以上）

　　　・湿式集じん装置付きディスクグラインダー工法

　　　・乾式集じん装置付きディスクグラインダー工法

　　　・剥離剤（薬品）工法

　　　・超音波ケレン工法

除去した石綿含有仕上塗材の処分

　・埋立部分（安定型最終処分場）

　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

石綿含有の設備資機材の処理については、取りこわし

特記仕様書（電気設備の部）及び（機械設備の部）による。

特　　記　　事　　項項　　目章

体

施

工

 ※図示　　・工事対象範囲

 ※図示　　・工事対象範囲

 ※図示　　・工事対象範囲

　養生中）

３．工事種目

２．敷地面積

Ⅰ.工事概要

１．工事場所 つがる市富萢町荘野 地内

2,419.21 ㎡

１）保育所　鉄骨造　平屋建 取りこわし１棟

２）物置　木造　平屋建

　延べ面積　　511.44㎡（電気、機械設備共）

３）外構　　

　　　①門柱

　　　②ﾌｪﾝｽ扉

　　　③ﾌｪﾝｽ扉+ﾌｪﾝｽ　　

　　　④基礎

　　　⑥ﾌﾞﾛｯｸ塀

⑨縁石用ﾍﾞｰｽ

材料名

定性分析方法 定量分析方法

JIS A 1481-1または

JIS A 1481-2

JIS A 1481-3または

JIS A 1481-4

　・　　　箇所

各

1
・適用基準

・石綿含有建材

　の調査

・騒音・粉じん

・足場等

・山留めの撤去

仮

2

3

特

石

6

　本設計図書における「標準詳細図」とは、次の基準を指す。

　　建築工事標準詳細図（令和４年版）

  　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

《1.4.1》※石綿含有建材の事前調査

　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によって

石綿を含有している吹き付け材、成形板、建築材料等の使用

の有無について調査する。

　調査範囲（※施工範囲全て　　・図示　　　　　　）

　貸与資料（・アスベスト関係材料調査票　・既存図面）

・分析による石綿含有建材の調査

　　分析対象

　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、

　　　クリソタイル、クロシドライト、トレモライト
　　分析方法

　　サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

《2.2.1》騒音・粉じん等の対策

設置範囲及び高さ

(2.2.4)

《2.4.3》

　　　　　　　　　　　　　※直ちに砂等で充填する

章

共

通

事

項

　・　　　箇所

　・　　　箇所

　・　　　箇所

　・　　　箇所

　・　　　箇所

設

工

事

別

管

理

産

業

廃

棄

物

の

処

理

綿

含

有

建

材

の

除

去

及

び

処

理

延べ面積　　 16.20㎡

取りこわし１棟

取りこわし一式

取りこわし一式

取りこわし一式

取りこわし一式

取りこわし一式

取りこわし一式

杭GL-2.0mまで

　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　    ○

　　　　　○

　　　　　○ ○

「「手すり先行工法等に関するガイドライン」について」

工法等に関するガイドライン｣に基づく足場の設置に当たっ

ては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場

（厚生労働省　令和5年12月26日）の「（別紙）手すり先行

の組立て等の作業に関する基準」における２の（１）手すり

据置き方式又は（２）手すり先行専用足場方式により行う。

工事特記仕様書

　　採取箇所　　　・図示　　　・ 

　・防音パネル　・防音シート　・養生シート　・ 

　・図示（　　　／　　　図による）　・ 

鋼矢板等の抜き後の処理　　・ 

　除去対象範囲　　・図示　　・ 

　除去対象範囲　　・図示　・ 

除去対象範囲　　・図示      ・ 

　　　・ 

Ａ－０１

取りこわし特記仕様書Ｒ８．８

ＤＲＣＨＡＰＤＡＴＥ

ＤＲ．ＮｏＳＣＡＬＥ

旧富萢保育所解体工事

秀 建 築 設 計 事 務 所

青森県五所川原市字不魚住75番地12 TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886

有限
会社

一級建築士事務所 県知事登録第1171号 建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭

旧富萢保育所解体

袖ﾌﾞﾛｯｸ､基礎共

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

　　　④.⑤ﾌｪﾝｽ 取りこわし一式

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ6段

⑦花壇ﾌﾞﾛｯｸ

⑧側溝 ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共 取りこわし一式

取りこわし一式

⑩掲揚旗用基礎 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 取りこわし一式

⑪砂場枠 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 取りこわし一式

⑫土留めｺﾝｸﾘｰﾄ躯体 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 取りこわし一式

⑬防油提基礎 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 取りこわし一式

⑭基礎ﾌﾞﾛｯｸ ｺﾝｸﾘｰﾄ 取りこわし一式

⑮ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 ｶｯﾀｰ入共 取りこわし一式

⑯a～⑯c樹木 伐採､伐根一式

⑰埋戻し敷均し 一式

⑱電気設備(屋外) 一式

(別仕様書による)

⑲機械設備(屋外)

(別仕様書による)

一式

及び仕上げ材すべてとする。

すべての躯体（捨てコンクリートまでとし、砂利地業は除く）

(GL-2.0mまで)

基礎共



リサイクル紙くず

青森市大字鶴ヶ坂字田川77-222他

青森市大字鶴ヶ坂字田川77-218

㈱青南商事

青森産業廃棄物処理事業協同組合

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有材(接着剤等)

ＡＬＣ版(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有)

青森市大字鶴ヶ坂字田川77-218青森産業廃棄物処理事業協同組合

青森市大字駒込字桐ノ沢158(株)西田組 桐ノ沢処理ｾﾝﾀｰ木毛セメント板

青森市大字鶴ヶ坂字田川77-218青森産業廃棄物処理事業協同組合

つがる市牛潟町鷲野沢29-176㈲晃新 産業廃棄物車力中間処理場

ガラス

グラスウール

備考

青森市浪岡大字徳才子字山本105-59青森クリーン浪岡事業所非飛散性アスベスト

つがる市稲垣町繁田字袋井115-3他㈱竹内組 破砕施設

　　施設所在地 備考

金属くず

　　 施設名称　　 名　　称

　・その他の建設廃棄物

リサイクル

リサイクル

備考

石膏ボード

北津軽郡鶴田町大字廻堰字大沢81-188㈱新岡組

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所
ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

Ｒ８．８ 取りこわし特記仕様書(補足)

Ａ－０２

以上現場に配置すること。

　解体工事の適切に管理するため、解体工事施工技士を1名

　産業廃棄物広域認定制度により廃棄物を処理する場合は、

　　施工技士

※　解体工事

　・ 特定建設資材廃棄物

　取りこわしにより発生する建設副産物は、以下の施設での

　　 備　　考　　施設所在地　　 施設名称　　 名　　称

　・ 特殊な建築副産物

　　施設所在地　　 施設名称　　 名　　称

　・ アスベスト含有建材

 廃棄物

 ダイオキシン含有

 廃アルカリ

 廃酸

 廃油

　　 備　　考　　施設所在地　　 施設名称　　 名　　称

　・ 特別管理産業廃棄物

 石膏ボードの処理

 含有石膏ボード

 ひ素・カドミウム

 CCA処理木材

　　 備　　考　　施設所在地　　 施設名称　　 名　　称

　・ 処理に注意を要する建設廃棄物

　　施設所在地　　 施設名称　　 名　　称

　・ 最終処分する建設廃棄物

 建設発生木材

 そ

　（撤去範囲　　※ 図示　・　　　　）

 　/日本シーリング材工業会)」による。

※「標準施工要領書(日本シーリング工事業協同組合連合会

 　去方法

　 リング材の撤

・ PCB含有シー

 工

 施

 体

 解

事前に監督員と協議すること。 　域認定制度

・ 産業廃棄物広

 項

 事

 通

 共

 般

 一

特　　記　　事　　項項　　目章

 の

 他

・ 建設副産物の

　 処理 受入れとして積算している。

　　 名　　称 　　 施設名称 　　施設所在地 備考

 コンクリート塊

 アスファルト、

 コンクリート塊

旧富萢保育所解体工事

㈲晃新 産業廃棄物車力中間処理場 つがる市牛潟町鷲野沢29-176

 コンクリート製品 ㈱須郷土木ﾀﾞｲﾏﾙﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗﾝﾄ 北津軽郡鶴田町大字鶴田字小泉269-1他

木くず(生木､伐根材) ㈱新岡組

スタイロフォーム ㈱新井商会 西津軽郡鰺ヶ沢町大字北浮田字今須154-45

廃プラスチック ㈱新岡組

北津軽郡鶴田町大字廻堰字大沢81-188

北津軽郡鶴田町大字廻堰字大沢81-188

青森産業廃棄物処理事業協同組合 青森市大字鶴ヶ坂字田川77-218

陶磁器類 青森産業廃棄物処理事業協同組合 青森市大字鶴ヶ坂字田川77-218

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ ㈱竹内組 つがる市稲垣町繁田字袋井115-3他

モルタル 青森クリーン浪岡事業所 青森市浪岡大字徳才子字山本105-59

ＡＬＣ版 青森産業廃棄物処理事業協同組合 青森市大字鶴ヶ坂字田川77-218

タタミ ㈱新井商会 西津軽郡鰺ヶ沢町大字北浮田字今須154-45

廃蛍光管 青森クリーン浪岡事業所 青森市浪岡大字徳才子字山本105-59

㈱竹内組 つがる市稲垣町繁田字袋井115-3他



HH(電)

砂場

物置

⑬

花壇 花壇

引込柱(設備)

引込柱(設備)

ひなん看板

外灯(設備)

仮門①

仮
囲
②

解体建築物

(解体)

H=1.80m

W=6.0m

■仮囲② ﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ■仮門①

指定仮設

L=21.6m

6,000

道路

旧富萢保育所解体工事

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所 ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

Ｒ８．８ 配置図・付近見取図

Ａ－０３

Ｎ

配　置　図 S=1/300

工事場所

つがる市富萢町荘野 地内

付 近 見 取 図
Ｎ

S=1/424 (A3)

S=1/300 (A2)

As

■敷き鉄板 1,524×6,096×22mm 6枚



旧富萢保育所解体工事

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所 ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

Ｒ８．８ 仕上表

Ａ－０４

吹付材塗

：アスベスト含有建材(レベル３)を示す。

(外部､内部仕上共通)

内部床は接着剤にアスベスト含有。

内部残置物は全て処分する。



旧富萢保育所解体工事

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所 ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

Ｒ８．８ 平面図

Ａ－０５1/100(A2)､1/141.4(A3)



旧富萢保育所解体工事

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所 ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

Ｒ８．８ 屋根伏図

Ａ－０６1/100(A2)､1/141.4(A3)



旧富萢保育所解体工事

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所 ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

Ｒ８．８ 立面図､断面図･1

Ａ－０７1/100(A2)､1/141.4(A3)



旧富萢保育所解体工事

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所 ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

Ｒ８．８ 立面図､断面図･2

Ａ－０８1/100(A2)､1/141.4(A3)



旧富萢保育所解体工事

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所 ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

Ｒ８．８ 断面詳細図・1

Ａ－０９1/30(A2)､1/42.4(A3)



旧富萢保育所解体工事

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所 ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

Ｒ８．８ 断面詳細図･2

Ａ－１０
1/30(A2)､1/42.4(A3)



旧富萢保育所解体工事

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所 ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

Ｒ８．８ 天井伏図

Ａ－１１
1/100(A2)､1/141.4(A3)

：アスベスト含有建材(レベル３)を示す。



旧富萢保育所解体工事

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所 ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

Ｒ８．８ 建具伏図

Ａ－１２
1/100(A2)､1/141.4(A3)



旧富萢保育所解体工事

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所 ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

Ｒ８．８ 建具表･1

Ａ－１３1/60(A2)､1/84.8(A3)



旧富萢保育所解体工事

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所 ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

Ｒ８．８ 建具表･2

Ａ－１４1/60(A2)､1/84.8(A3)
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作業区域仮設計画参考図　立面図

除去汚染水貯留槽室　仮設計画参考図　立面図

（1）事前調査及び処理計画

事前調査と処理計画及び処理計画書等を作成する。

（2）発注者に事前調査の結果等を説明

事前調査結果と届け出内容を発注者へ説明する。

（3）資材等の調達・搬入・点検

①安全衛生設備を調達し、事前に点検をする。

　予定作業者数より多くの数を準備し、フィルター及び交換備品の確認、点検を実施する。

②防護服、呼吸用保護具は国家検定等計画書に基づく作業レベルに応じたものを

③使用資材、機材、安全衛生設備等は一時保管場所へ搬入する。

④アスベスト処理作業中である事等の標識は、作業場内外からも周辺住民の見易い所に表示する。

　事前調査結果は関係作業者のみならず、周辺住民にも見易い場所へ石綿規則第３条の規定等を掲示する。

⑤処理作業現場外に休憩所を設置する。

　夏期作業時には飲料水と塩を用意し、熱中症にも配慮する。

（4）作業区域の設置

壁面・天井面は、厚み0.10ｍｍのポリエチレンシートで1枚張りとする。

除去汚染水貯留槽室　外部小屋（単管組）
床面：構造用合板ｔ=12
屋根：構造用合板ｔ=12+ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ
外周部：防炎シート

除去汚染水貯留槽室　内部　（木下地組）
床面：ゴムシート防水ｔ＝0.8㎜
壁・天井面：ポリエチレンシートｔ＝0.1mm

（2）発注者に事前調査の結果等を説明

（3）資材等の調達・搬入・点検

（4）作業区域の設置

（8）養生撤去

（9）清掃

（11）検査

（12）記録

完了

(6）アスベスト汚染水処理

（7）袋詰め

（10）産業廃棄物の運搬・処分

（5）アスベスト除去

（5）アスベスト除去

（6）アスベスト汚染水処理

（7）袋詰め

吸引した汚泥は貯留槽に溜めた後に汚染水を膜ろ過処理しアスベストと水を分離させ、水を側溝等に放流する。

床面をＨＥＰＡフィルター付掃除機等で念入りに清掃する。

①石綿廃棄物は、仮保管庫に集積し収集運搬日まで保管する。

②収集運搬車両は最終処分場又は積み替え保管場所まで直行する。

　また、落下防止の処置を行うとともに盗難にも注意を払う。

　ポリ袋の開封は絶対行わず、破れ等が生じた時は、速やかにテープ等で補修し、

　新たにポリ袋に密封する。廃棄物はポリ袋に入ったまま開封せずに埋立処分する。

工事記録を作成するとともに、発注者等に工事完了報告をして、完成検査を受ける。

作業者記録、作業等記録は、石綿障害予防規則　第35条により４０年間保存する。

（8）養生撤去

天井面、壁面、床面の順に養生撤去し、養生区域を解除する。

養生材はアスベスト廃棄用透明ポリ袋で密封する。

（9）清掃

（10）産業廃棄物の運搬・処分

（11）検査

（12）記録

貯留槽に沈殿したアスベストは高分子吸収ポリマーを混ぜ、アスベスト廃棄用透明ポリ袋で二重密封する。

床面の仕上材を床材剥がし機により除去する。

超高圧水により専用除去装置を用いて壁面及び床面接着剤の切削洗浄除去を実施する。

床面等は厚み0.8ｍｍの加硫ゴム系防水シートで1枚張りとする。　※建物の床材等除去の際は養生不要

外壁:ｱｽﾍﾞｽﾄ除去（超高圧水洗工法）

防音ｼｰﾄ

床面:ｺﾞﾑｼｰﾄ防水ｔ=0.8mm

壁・天井面:ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄｔ=0.1mm

屋根：ｺﾝﾊﾟﾈ+ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ

吸引車

超高圧ウォータージェット

除去汚染水貯留槽室　仮設計画参考図　平面図

壁・天井面：ポリエチレンシートｔ＝0.1mm
床面：ゴムシート防水ｔ＝0.8㎜

除去汚染水貯留槽室　内部　（木下地組）

旧富萢保育所解体工事

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所 ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

Ｒ８．８ 基礎根廻り ｱｽﾍﾞｽﾄ吹付材除去 仮設計画図(参考)

Ａ－１５

2
,
5
0
0

4
,
0
0
0

7,000

※外部足場設置の際は､アスベスト除去業者と打合せすること。
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平  面  図 S=1/100 S=1/100床　伏　図

基礎ﾌﾞﾛｯｸ 400×200×120

土台､大引 105×105

柱:105×105
間柱:105×30

小　屋　伏　図 S=1/100

屋　根 波形ｶﾗｰﾄﾀﾝ  + 野地板t=9

外　壁 波形ｶﾗｰﾄﾀﾝ

軒　天 現し

外部仕上

内部仕上

床

壁

天　井

合板 t=12

現し

現し

桁､繋ぎ 105×105

ﾀﾙｷ 45×45@450

小屋束 105×105

母屋 105×105@900

火打梁 105×105

片引き戸
W1,700×H1,900 ｱﾙﾐ
上;型板ｶﾞﾗｽt=4 下:ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

引違い窓

W1,700×H450 ｱﾙﾐ
型板ｶﾞﾗｽt=4

S=1/100立  面  図

(正面) (側面)

▽GL

物置

旧富萢保育所解体工事

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所 ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

Ｒ８．８ 外構撤去図・1

Ａ－１６
S=1/250､1/100 (A2)

外 構 解 体 図 S=1/250

※外構解体凡例 設計数量
(面積はCAD計測による)

①

②

③

ﾌｪﾝｽ+基礎解体 (詳細図参照)④

⑤

⑥

花壇ﾌﾞﾛｯｸ解体

※外構解体後は購入土(山砂)にて埋戻し､敷均しを行う

側溝解体(ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋共)

⑦

⑧

縁石用ﾍﾞｰｽ板　W400×H190⑨

⑩

解体建築物

建物解体後は購入土(山砂)にて埋戻しを行い砕石上敷きt=50(RC40～0)

門柱解体 (詳細図参照)

ﾌｪﾝｽ扉解体 (詳細図参照)

ﾌｪﾝｽ扉･ﾌｪﾝｽ解体 (詳細図参照)

ﾌﾞﾛｯｸ塀解体 (詳細図参照) ※基礎は残す

ﾌｪﾝｽ解体 (詳細図参照)　※基礎は残す

掲揚旗架台解体 (詳細図参照)

広葉樹(ｻｸﾗ)

針葉樹(ﾓﾐ)

2 本針葉樹(ｶｲﾂﾞｶｲﾌﾞｷ)⑯a

設計数量※伐採､伐根リスト

砂場枠解体 (詳細図参照)

土留め解体 (詳細図参照)

防油提基礎解体 (詳細図参照)

⑪

⑫

⑬

樹高4.0m､幹直径30㎝

⑯b

⑯c

樹高4.5m､幹直径15㎝

樹高2.5m､幹直径40㎝

1 本

9 本

17.5 ｍ

20.0 ｍ

1.0 箇所

51.0 ｍ

99.0 ｍ

52.2 ｍ

112.0 ｍ

27.0 ｍ

1.0 式

1.0 式

2.0 箇所

※物置 解体図

(16.2㎡)

⑭ 基礎ﾌﾞﾛｯｸ　300×300×300

引込柱(設備)

引込柱(設備)

ひなん看板

外灯(設備)

57.5 ｍ120×400

300×300

1.0 箇所

4.0 個

⑮

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ L1000 15枚

⑮ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装解体(ﾌｪﾝｽ基礎撤去の影響部)
幅300程度 ｶｯﾀｰ入共

31.0 ｍ

延べ面積 16.20㎡

を行う。(設計数量 680.0㎡)
S=1/353､1/141.4 (A3)

※残置物は全て処分すること。
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① 門柱

有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
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ﾌｪﾝｽ扉(両開き)②

基礎 300×600×600
(無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ) (無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ)

基礎 300×600×600

ﾌﾞﾚｰｽφ13 支柱 φ101.6×3.2

φ38.1×2.3

φ38.1×2.3

菱形金網菱形金網

ﾌｪﾝｽ材質:ｽﾁｰﾙ(溶融亜鉛ﾒｯｷ)

③ ﾌｪﾝｽ扉(両開き)+ﾌｪﾝｽ

900 900

□-100×100×2.3枠:□-60×30×2.3

1,000

φ13

(無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ)
基礎 300×300×500 基礎 300×300×500

(無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ)

□-100×100×2.3

φ13

枠:□-60×30×2.3

⑥　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ塀

1
,
2
0
0

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

基礎は残す

(6段)

⑩　掲揚旗用基礎

400 1,150

1
,
2
0
0
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0
0
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5
0 1
5
01
5
0

3
0
0

3
0
0

(平面)

(断面)

110

1
1
0

110300

1
,
1
0
0

架台ｺﾝｸﾘｰﾄ 300×1100×H500

外周ｺﾝｸﾘｰﾄ W110×H600

(有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ)

(有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ)

旧富萢保育所解体工事

建設大臣登録 第184478号 一級建築士 三上 秀昭一級建築士事務所 県知事登録第1171号

会社
有限

TEL0173(35)8885･FAX0173(35)8886青森県五所川原市字不魚住75番地12

秀 建 築 設 計 事 務 所 ＳＣＡＬＥ ＤＲ．Ｎｏ

ＤＡＴＥ ＡＰ ＣＨ ＤＲ

Ｒ８．８ 外構撤去図・2

Ａ－１７
S=1/40 (A2)
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※④のみ基礎撤去

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ(有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ)

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ)

菱形金網

主柱φ50.1×1.6

φ38.1×1.6

φ38.1×1.6

5
0

④.⑤　ﾌｪﾝｽ+基礎
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0
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180

280
ﾌｪﾝｽ材質:ｽﾁｰﾙ(塗装仕上) ﾌｪﾝｽ材質:ｽﾁｰﾙ(溶融亜鉛ﾒｯｷ)

⑪　砂場枠

砂4
5
0

5
0

5
0
0

150

砂場枠 W150×H500

(有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ)

⑫　土留め

5
0

4
5
0

4
0
0

140

盛土

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ)

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ(有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ)

⑬　防油提基礎

4,800

1
,
6
2
0

袖 CB(5段)

600

9
0
0

4
0
0

8
5
0

9
0
0

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120
(有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ)

2,000

@2,000

S=1/56.56 (A3)


